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1．はじめに 近年，塗装鋼構造物の腐食損傷部に対する防食性能回復や著しい腐食損傷が生じやすい部位の予防保

全を目的として，耐食や防食性能が高いとされる Al-5Mg 合金溶射 1),2)が桁端部などの部位で部分的に適用されてい

る．溶射が困難な狭隘部では，一般に溶射後に塗装されるため，溶射皮膜上に塗装との重ね部が生じる．著者らは

先行研究 1)で重ね部に鋼素地に達する傷や溶射不可能部がある場合，その近傍の溶射皮膜は早期に劣化・膨張・剥

離するため，溶射のみの皮膜の場合に比して著しく耐食性が低下することを示した．そこで，本研究では耐食性低

下を予防するために，塗膜上に Al-5Mg 合金を溶射する部分的に重ねる施工方法を考案して，塗膜と溶射皮膜の突

合せ部の耐食性について検討した． 

2．試験方法 試験体の鋼板には JIS G3106 SM490A 材（150×70×6mm）を用いた．鋼材の化学成分を表-１に示す．

本試験で作製した試験体の形状・寸法と皮膜の構成を図-1に示す．試験体の塗装には鋼道路橋防食便覧 3)に規定さ

れる，ふっ素樹脂塗料を上塗層に用いる仕様の新設塗装用の C5塗装系を用いた．先行研究 2)では最初に Al-5Mg 溶

射を行い，その上に重防食塗装を一部重ねて塗布する施工方法を検討した．本研究では C5 塗装を塗布後に乾燥し

てから塗膜上に部分的に溶射して，両者を部分的に重ねる施工方法とした．また，封孔処理が溶射皮膜の耐食・防

食性能に及ぼす影響を検討するために，塗装と重ならない部位の Al-5Mg溶射皮膜に封孔処理した C5-S 試験体も製

作した．塗膜のみ，溶射皮膜のみ，および両者が重なる皮膜の耐食性を比較するため，溶射のみを施した部位（以

下，溶射部），塗膜上に溶射皮膜が重なる部位（以下，重ね部）および塗装のみを施した部位（以下，塗装部）の

3つの領域を試験体の長辺方向を 3等分して並列配置した．溶射部の Al-5Mg皮膜厚は 100mである．重ね部では，

溶射皮膜と塗膜表面の付着強度が小さいため，溶射皮膜が部分的に剥離した状態となった．また，重ね部や突合せ

部の鋼素地の腐食挙動および溶射皮膜や塗装の耐食・防食性能を検討するために，機械加工により試験体の表面に

幅 12mm帯状の鋼素地露出部を施して腐食促進試験を行った．鋼素地露出部の断面の形状・寸法を図-2に示す．腐

食促進試験には JIS K5600-7-9 に規定されるサイクル D を適用した．試験体は JIS Z2371 に基づき鉛直方向に対し

15°に傾けて設置した．また，試験槽内における腐食性の差異の影響を極力低減させるために，1週間（28cycles）毎

に試験体の設置位置をローテーションした．試験中は 100cycles 毎に試験体の表面観察を行い，試験体の腐食状況を

確認した．また，光沢度計（測定角度：60°，測定面積：9×15mm，測定時間：0.5sec/角度）を用いて重ね部や塗装

部の表面光沢度を測定した．さらに，重ね部の表面に付着した元素を確認するために，EDX による元素分析を行っ

た． 
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図-2 鋼素地露出部の断面の形状・寸法 
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0.16 0.36 1.42 0.017 0.004 

表-1 鋼材の化学成分（mass%） 
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図-1 試験体と鋼素地露出部の形状・寸法および皮膜の構成 
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(a) 光沢度測定値 (b) 光沢度保持率  

図-4 光沢度測定値と保持率 図-5 重ね部の表面 Al 含有量 

 

3．試験結果 700cycles まで試験した試験体の表面状態の経時変化を図-3に示す．C5 試験体は 100cycles 程度で鋼

素地露出部周辺の溶射皮膜に腐食消耗が発生した．また，溶射部の鋼素地露出部の腐食度は，重ね部や塗装部に比

して小さくなっている．これは溶射皮膜の犠牲陽極効果によるためと考えられる．溶射部と重ね部の突合せ部は，

約 500cycles で溶射の腐食消耗が発生した．先行研究 2)では 500cycles 後に重ね部が剥離しているが，本試験では

700cycles 後であっても重ね部が劣化していない．したがって，本研究で検討した施工方法は，先行研究 2)で用いた

施工方法に比して，塗膜と溶射膜の突合せ部の耐食性が向上したと言える．C5-S 試験体における溶射部の皮膜の劣

化範囲は，C5試験体に比して小さくなっている．したがって，封孔処理が溶射皮膜の早期消耗を抑制したと推察さ

れる．突合せ部位については，300cycles 後から溶射皮膜の浮きが発生して，500cycles 後から剥離が発生した．溶射

が剥離した領域については，鋼素地が露出するため鋼素地の劣化が促進される． 

 重ね部と塗膜部の光沢度 G と光沢度保持率 X の経時性を図-4 に示す．溶射金属が塗膜表面に残留するため，重

ね部の Gの初期値が塗装部に比して小さくなっている．ncが増加しても，塗装部の G はほとんど減少していないた

め，塗膜は劣化しなかったと推察される．また，重ね皮膜の Gが増加して，塗装部と同程度になっていることから，

重ね部の表面に付着していた溶射金属が剥離，酸化・溶出したと考えられる．したがって，塗膜上に溶射しても，

塗膜はほとんど劣化しないと言える．EDX 分析による重ね部の表面 Al 含有量を図-5 に示す．Al-5Mg 合金溶射の

主な成分である Al の含有量が重ね部で減少していることから，重ね部における塗膜上の溶射金属が剥離や酸化に

より消失したと言える． 

4．まとめ 1）重防食塗膜上に Al-5Mg 合金溶射を部分的に施工する方法は，Al-5Mg 合金溶射皮膜上に重防食塗装

する施工方法に比して，塗膜と溶射皮膜の突合せ部の耐食性が向上する． 

2）皮膜厚 100m 程度の Al-5Mg 合金溶射をマスキング無しで塗膜上に部分的に施工しても，溶射施工時の熱が塗

膜劣化に及ぼす影響はほとんど無い．  
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(a) C5試験体 (b) C5-S 試験体 

図-3 試験体外観の経時変化 
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